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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、異文化コミュニケーション研究を総合的な学として確立することを目的に、「持続可
能な未来」を目指した「コミュニケーション学」として、文化、自然、言語、通訳翻訳という
多面的なコミュニケーション分野を理念的に統合することを試み、「持続可能な未来へのコミュ
ニケーション学」の構築を具現化する役割を担うものとして大学院教育を位置づけ、その体系
化に挑戦した。成果として『異文化コミュニケーション学への招待』をみすず書房より刊行し
た。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 The aim of our study was to formulate an integrated and innovative kind of 
intercultural communication studies. For this purpose, we placed the concept of 
“sustainability” as the main objective, incorporating various fields related to 
communication such as culture, nature, language as well as translation and 
interpreting. We have also applied our efforts to educational aspects of the graduate 
school, which we consider to be vital to consolidate theory and practice of 
communication studies for a sustainable future. The outcome of our research has been 
compiled in “Introduction to Intercultural Communication Studies” published by 
Misuzu-shobo. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究は、学際性を大きな特徴とする異文
化コミュニケーション研究を、「持続可能な
未来を築くためのコミュニケーション学」と
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して統合し、どのように総合的な学問として
確立するかを模索することを目的としたも
のである。 

 元来、異文化コミュニケーション研究は、
「書物の中の学問」ではなく、実践的行動を
伴う学問であり、そこでは、社会学、心理学、
社会心理学、文化心理学、コミュニケーショ
ン論など、多彩な分野を手がかりに実社会の
現象が取り上げられる。したがって、その射
程は、国家の対外政策、グローバルな移民問
題から、地域における異文化交流や摩擦など、
極めて広範囲に及ぶ。そして、これらの問題
がすべて、多様な社会文化的コンテクストと
いう「場」において起こる「コミュニケーシ
ョン」に根づいた問題であることは明白であ
り、そのための研究・実践の基点は、グロー
バルを視野にいれつつ、ローカルに置かれる
べきであることは、言を俟たない。 

 本研究の出発点となった平成 18 年度基盤
研究Ｂ「持続可能な未来のための異文化コミ
ュニケーション学－明日の国際理解教育へ
の試案」では、国際理解教育という切り口か
ら異文化コミュニケーションを考えた。その
結果、異文化コミュニケーション研究の学際
性が、逆に、視点の拡散を招き、学問分野と
して深化することを却って困難にしている
のではないか、という認識を抱くに至った。 

 

 

２．研究の目的 

 上述した問題意識に立脚し、本研究では、
21 世紀の世界的課題である「持続可能な未
来」を目標として焦点化し、そのための「コ
ミュニケーション学」として、多様な分野を
理念的、理論的整合性を持つ形で関連づけ、
統合することを試みることを目的とした。さ
らに、「持続可能な未来」への行動理念とし
てのコミュニケーション学の構築を、研究・
教育・実践すべての場に跨って具体化する重
要な役割を担うものとして大学院教育を位
置づけ、その体系的な確立を視野に入れた。 

 本研究科は既に平成 17 年度から 18 年度
「魅力ある大学院教育」イニシアティブ「持
続可能な未来へのリサーチワークショップ
（異文化コミュニケーション学構築をめざ
して）」（採択）において、大学院という教育
研究の場で「持続可能な未来へのコミュニケ
ーション学」をどのように導入し、未来の「行
動する研究者」をいかにして育成するかにつ
いての取り組みを検討したが、本研究では、
とりわけ博士後期課程において、新たなコミ
ュニケーション学の構築に向けたプロセス
を、教育課程に組み込むための道程を模索す
ることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究課題は、（１）理論的枠組の構築、

および（２）教育プログラムの検討から成る。
本研究では、研究の主軸となる課題（１）お
よびそれと相互に連関する課題（２）を下記
のように設定し、それぞれの課題において整
理を行った。 
 
（１）「持続可能な社会」概念の再検討をお
こない、国際関係および地域性の両極からそ
の有効性を検証し、さらに「コミュニケーシ
ョン」の視点との理論的統合を、研究者それ
ぞれの専門的立場（①～⑥）から考究した。 
①文化とコミュニケーション 
 世界の各地域で人々が直面する諸課題の
解決に立ち向かえる能力を備えた人材育成
に資する教育的基盤の形成を視野に入れ、
「持続可能な未来」につながるコミュニケー
ションのあり方を、発達面、認知面、思考面、
感情面、行動面、さらにはコミュニケーショ
ンを取り巻くコンテクストをも含めて統合
的に捉える枠組みと、文化を包含した相互行
為全体に関わる理論の構築を試みた。 
 
②自然とコミュニケーション 
 コミュニケーション学の対象分野として、
「環境コミュニケーション」学を本格的に導
入することを試みた。そこには、自然環境を
めぐるコミュニケーション論と自然環境と
のコミュニケーション論という二つの側面
があるが、公共的な広報や議論をめぐる前者
と、自然環境と人間とのつながり、関係のあ
り方をめぐる後者を統合することで、「環境
コミュニケーション」学の全体の完成を目指
した。 
 
③言語とコミュニケーション 
 「持続可能な未来」への行動理念としての
コミュニケーションはどのような言語観に
基づくべきかという基本的問いをふまえた
上で、地球語としての英語の営みについて、
特に言語実践の行われる「場」（コンテクス
トとしての世界、地域、環境、自然、個人な
ど）をとりこんだ理論構築を試みた。同時に、
地球語としての英語のモデル化を通して、
「持続可能な未来」と「地球語としての英語」
とが共に内包するグローバル化とローカル
化、画一化と多様化の相克に対してどのよう
に取組み、コミュニケーション学として結実
させるかという課題への「臨床的」アプロー
チを模索した。 
 
④通訳翻訳とコミュニケーション 
 国際文化論的視点から外交、国際協力、報
道など対外接触における通訳翻訳の問題を
考えると同時に、コミュニケーン学の視点か
ら異文化と異言語を架橋するコミュニケー
ションという相互行為への参与者としての
訳者のあり方と立ち位置について考察する



 

 

ことで、「持続可能な未来」の一翼を担う通
訳翻訳の役割について議論を深めた。 
 
⑤「持続可能な未来」と言語 
 「持続可能な未来」のためには、言語、通
訳翻訳、文化社会環境、自然環境、以上の四
者を、理論・実践両面において体系的に接合
する必要があることは、もはや言を俟たない。
そして、言葉や環境が（広義の）コミュニケ
ーションを通して歴史的に創られ、創り変え
られ続けているものである限り、以上四者を
体系的に接合するという企てにおいて鍵と
なるのは、まず、そのような広義のコミュニ
ケーションが一体、どのようなものなのか、
その輪郭を明確にするような「コミュニケー
ション・モデル」を構築することとなろう。 
 「持続可能な未来」を支える多文化共生を
考えるため、言語学者のローマン・ヤコブソ
ンや言語類学者のデル・ハイムズ、マイケ
ル・シルヴァスティンなどによって構築され
てきた、現代言語人類学におけるコミュニケ
ーションの「出来事モデル」（speech-event 
model）を導入した。このモデルにおいては、
ローカル・コミュニティーを基点として社会
文化的なコミュニケーション過程を捉える
ような理論化がなされている。「持続可能な
未来」というプロジェクトにおいて、ローカ
ル・コミュニティー、その社会文化的多様性
と独自性、ローカル化（コンテクスト化）と
グローバル化（脱コンテクスト化）の両極面
を持つコミュニケーション過程、といった問
題群の持つ重要性は大きい。 

本研究では、これらの問題群に直裁に関わ
る現代言語人類学のモデルと知見を、どのよ
うに「持続可能な未来」に直結させるか、そ
の方法を見出すことを目指した。主に、言語
学、言語人類学、環境人類学などにおいて展
開されてきた「コンテクスト」（すなわち、
コミュニケーション出来事の生成する環境）
という理論的概念に依拠し、どのようにして、
自然環境の問題が、言語、通訳翻訳、文化社
会環境の問題と、コミュニケーションという
共通の基盤の上に体系的に接合するのか、そ
の全体像を明示的かつ体系的に示そうとし
た。 
 
⑥持続可能な未来と教育 
 自然と人間の関係を考察することは、「持
続可能な未来」にとって不可欠である。この
点についての理解は徐々に普及してきてお
り、ユネスコを中心に「環境・開発・持続可
能な未来への教育」として世界的な広がりを
有するに至っている。本研究では、環境教育
と環境コミュニケーションの課題を考察し
た。同時に「環境・開発・持続可能な未来へ
の教育」に関する国際的ネットワークをさら
に発展させ、それを「コミュニケーション学」

構築へ活用することを目指した。 
 
（２）（１）で行った理論的整理を踏まえ、
大学院博士課程における教育プログラム再
編成ための試案を作成するために、①「持続
可能な未来」への教育の実態の調査、②コミ
ュニケーション学の理論と理念をどのよう
に統合し、教育カリキュラムに反映させるか
について討議を行う研究会、講演会の開催、
③調査、講演会を通じた持続可能な未来のた
めのコミュニケーション学ネットワークの
構築、④「持続可能な未来へのコミュニケー
ション学構築」という本課題についての研究
活動を反映した教育カリキュラムの策定、を
行った。 
 
４．研究成果 
 2009 年度～2010 年度は、理論的パースペ
クティブの検討を中心として研究を進めた。
理論的枠組み構築のために、まず「持続可能
な社会」概念の再検討をおこない、国際関係
および地域性の両極からその有効性を検証
し、「コミュニケーション」の視点との理論
的統合を、各研究者の専門的立場から考究し
た。その他、全体的な活動として以下を実施
した。 
（１）調査： 
 ユネスコをはじめ持続可能な未来のため
の教育に関する研究を担ってきた国際機関
や研究機関から情報収集すると共に、海外諸
国の「持続可能な未来」への教育の実態をヒ
アリング等により調査した。 
（２）研究会の開催： 
 コミュニケーション学の理論と理念をど
のように統合し、教育カリキュラムに反映さ
せるかについて、プロジェクト・メンバーお
よび海外からの研究者による研究会を開催
した。 
 2010年 6月には、スペインから通訳翻訳研
究で指導的立場にあるアンソニー・ピム教授
を招聘し、持続可能な社会における通訳学翻
訳学の未来について探究した。11月には、Ｅ
Ｕにおいて異文化能力という概念を提唱し
ているマイケル・バイラム教授、多言語社会
研究の第一人者である宮島喬教授を招き、持
続可能な未来へ向けた多言語社会とコミュ
ニケーションの関係を模索した。 
 
（３）ネットワークの構築： 
 上記の調査および研究会を通して、持続可
能な未来のためのコミュニケーション学ネ
ットワークを構築した。 
 
 最終年度の 2011 年度には、異文化コミュ
ニケーション論、環境教育、環境文学、環境
人類学、言語学、言語コミュニケーション論、
通訳翻訳学など多様な分野を理念的、理論的



 

 

整合性を持つ形で関連づけ、統合することを
試みた。さらに、「持続可能な未来」への行
動理念としてのコミュニケーション学の構
築を、研究・教育・実践すべての場にわたっ
て具体化する重要な役割を担うものとして
大学院教育を位置づけ、その体系的な確立を
視野に入れたカリキュラムを策定すべく試
案作成を行った。 
 また、これまでの研究を総括するために、
理論的な整理と分析を各研究者の専門的立
場から行うと同時に、公開講演会という形で、
ESD、環境、通訳・翻訳、言語コミュニケー
ションの領域から外部講師を招き、「持続可
能な未来へのコミュニケーション学」構築へ
の統括的議論を行った。 
 2011年 6月には環境教育研究で指導的立場
にある石弘之教授（東京農業大学）を招聘し、
「環境の歴史と地球の未来」への考察に基づ
き、分担者の阿部治を中心に持続可能な社会
構築に果たすＥＳＤの役割について検討し、
持続可能な社会を指向する異文化コミュニ
ケーション学のベースを明示化し、その探求
への道筋を提示するための議論を行った。11
月には、公開講演会「環境と文学のあいだ
９：メディア・言語・表象」を開催。環境コ
ミュニケーション論におけるメディアおよ
び表象の問題に焦点を当てた。講師として、
細馬宏通教授（滋賀県立大学：コミュニケー
ション論）と北川扶生子准教授（鳥取大学：
日本近代文学）を招聘し、自然環境を見る/
描く/記述する様態および規範性の問題をそ
れぞれの立場から発表していただいた。１２
月には、方言研究を中心とする社会言語学分
野での第一人者である井上史雄教授（明海大
学）を招き、日本の国際化と日本語の未来へ
の考察を主軸に持続可能な社会におけるグ
ローバル化とローカル化について言語体系
および言語運用という観点から議論した。 

2009 年度から継続して行ってきた調査や
研究会の開催に加えて、2011 年度には、異文
化／環境／言語／通訳翻訳コミュニケーシ
ョンの４領域における外部講師との討論、各
メンバーの研究成果をふまえた上で、持続可
能な未来の為のコミュニケーション学への
理念的な統合を目的とした研究書『異文化コ
ミュニケーション学への招待』を 2011 年 12
月にみすず書房より刊行した。なお、この出
版企画には博士後期課程院生も参加してお
り、博士後期課程における教育という側面が
あったことを強調しておきたい。 
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